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図３シミュレーションジャンプにおける床反力のタイプ
の違いに着目しなければならないであろう。山辺らは実際の
ジャンプ台での測定においてテイクオフ動作前半のＲの部分
（曲線路であり､斜度変化による遠心力の影響を受ける)と、
後半の直線部分の床反力を別個に解析するという試みを行っ
ている。そして前後半にわたって持続的な床反力を発揮して
いた選手が、助走の終端付近で瞬発的に大きな床反力を発揮
していた選手と同等の上昇速度を得ていたことを見出してい
る。このような示唆はシミュレーションジャンプを行う際に
も有効な見解となると思われる。図３のｃ)、。）に見られる
ような、前半の弱く、持続的な床反力が、実際のジャンプの
踏み切りにおける持続的な踏力の発揮をイメージしたものか
どうかは選手の主観によるものであり､推測の域を出ないが、
もしそうであるなら、実質的にこのようなパターンの動作を
習得していることは、実際のジャンプにおいてどのような影
響を及ぼすのか、あるいは実際のジャンプにおいて床反力を
持続的に発揮するタイプの踏み切りを目指すためにはどのよ
うなシミュレーションジャンプが適切であるのか。今後の課
題としたい。
このような特徴を示した選手は他の試技においても同様の傾
向が見られることから、このような力発揮のパターンがある
程度定着しているものと思われる。これらについては後節で
考察を加える。踏み切り動作の床反力が個々にさまざまなパ
ターンを示す理由として、実際のスキージヤンプに対するイ
メージの遠いや､個々の身体的特性の差異などが考えられる。
ここでは今後の課題としたい。
４実際のジャンプ台でのトレーニングへ向けて
シミュレーショントレーニングを行う際には、常に実際の
ジャンプに生かされることを考えなければならない。スキー
ジャンプではtake-oHで強い踏力を発揮することが飛距離の
増加につながる。山辺2)らは実際のスキージャンプの競技会
における床反力の測定から、テイクオフで得られた力積と飛
距離の間に優位な正の相関関係があったことを報告している。
これはKomiｲ)やVirmavirta8)９)の研究結果と同様の見解を
示すものである。従ってシミュレーショントレーニングにお
いても大きな力積を発揮して垂直方向への上昇速度を得るこ
とは重要な課題の一つになると考えられる。今回の結果にお
いては最大踏力と上昇速度の間に有意な正の相関関係があり、
また最大踏力と踏み切り時間では負の関係があったことから、
シミュレーションジャンプで高い上昇速度を得た者は、瞼い
床反力を短時間に発揮するという傾向が示された。しかし山
辺ら3)は、実際のジャンプ台での測定結果から、床反力の最
大値では上昇速度の変動を説明できないとしており、シミュ
レーションジャンプと実際のジャンプとで異なった見解が現
われたことになる。ここではテイクオフ動作が行われる環境
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